
（
。
Ｊ
）

殉
死
、
絶
家
の
遺
言
、
養
子
否
定
論
、
不
襲
爵
な
ど
は
世
に
問
題
を
な
げ
か
け
た
。
絶
家
再
興
に
つ
い
て
も
、
原
敬
が
「
是
れ
世
間
の
意
外
と

（
４
）

す
る
所
に
て
議
論
も
多
し
：
…
．
随
分
奇
怪
の
事
な
り
」
と
日
記
に
認
め
て
お
り
、
『
法
律
新
聞
』
も
「
如
此
法
律
を
無
視
し
た
一
大
怪
事
が
大
正

（
５
）

の
御
代
に
公
左
然
と
し
て
行
は
る
入
は
驚
入
る
の
外
は
な
い
」
と
批
判
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

、
、

、
、

②
伯
爵
を
特
授
さ
れ
た
毛
利
元
智
は
、
御
沙
汰
書
に
よ
っ
て
乃
木
伯
爵
家
を
再
興
し
た
。
し
か
し
再
興
と
は
い
い
な
が
ら
も
、
実
際
に
と
ら
れ

、
、
、
、

た
法
律
上
の
手
続
は
、
民
法
の
絶
家
再
興
で
は
な
く
、
明
治
三
八
年
（
一
九
○
五
）
法
律
第
六
二
号
「
戸
主
一
一
非
サ
ル
者
爵
ヲ
授
ケ
ラ
レ
タ
ル
場

、
、
、
、

（
虞
Ｕ
）

合
二
関
ス
ル
件
」
（
以
下
明
治
三
八
年
法
律
第
六
二
号
と
略
す
）
に
よ
る
乃
木
姓
の
一
家
創
立
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
次
善
の
策
と
し
て
と
ら
れ
た
こ
の

（
ｏ
凸
）

ゆ
る
再
興
さ
れ
た
。

①
乃
木
伯
爵
家
絶
家
再
興
問
題
は
、
大
正
初
期
の
大
き
な
社
会
問
題
で
あ
っ
た
。
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
九
月
一
三
日
の
明
治
天
皇
御
大
葬

（
１
上
）

日
に
、
乃
木
希
典
夫
妻
は
殉
死
し
た
。
翌
年
四
月
に
遺
言
ど
お
り
乃
木
家
は
絶
家
と
な
っ
た
。
し
か
し
三
年
祭
に
あ
た
る
同
四
年
九
月
一
三
日
に
、

乃
木
伯
爵
家
の
「
家
名
再
興
」
と
い
う
天
皇
の
聖
旨
・
御
沙
汰
書
に
よ
っ
て
、
乃
木
伯
爵
家
は
旧
藩
主
毛
利
子
爵
家
の
次
男
元
智
を
も
っ
て
い
わ

論
説乃

木
伯
爵
家
「
再
興
」
と
氏

一
は
じ
め
に

井
戸
田
博
史
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（
ワ
Ｉ
）

措
置
も
、
家
名
や
祖
先
祭
祀
の
承
継
に
つ
い
て
の
法
的
効
果
に
疑
問
が
あ
っ
た
。
法
曹
界
を
中
心
に
広
く
論
争
が
展
開
し
、
社
会
問
題
に
と
ど
ま

ら
ず
法
律
問
題
と
な
っ
た
の
も
当
然
と
い
え
よ
う
。

準
〈

③
本
稿
で
は
、
明
治
三
八
年
法
律
第
六
二
号
の
一
家
創
立
が
民
法
の
分
家
規
定
を
準
用
し
て
い
る
の
で
、
最
初
に
、
分
家
や
一
家
創
立
の
場
合

に
称
す
べ
き
氏
を
検
討
し
（
二
分
家
・
一
家
創
立
と
氏
）
、
次
に
、
毛
利
か
ら
乃
木
へ
の
氏
の
変
更
措
置
が
法
的
に
許
さ
れ
る
か
否
か
を
明
ら
か
に

す
る
も
の
で
あ
る
（
三
乃
木
伯
爵
家
「
再
興
」
と
氏
）
。

な
お
、
乃
木
伯
爵
家
絶
家
再
興
問
題
に
関
し
て
、
拙
著
『
日
本
近
代
「
家
」
制
度
の
研
究
ｌ
乃
木
伯
爵
家
問
題
を
通
じ
て
ｌ
』
（
一
九
九
二

年
、
雄
山
閻
出
版
）
よ
り
刊
行
し
て
い
る
の
で
、
参
考
に
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

㈲
分
家
と
氏

（
。
Ｏ
）

①
か
つ
て
、
分
家
は
本
家
と
別
の
名
字
を
つ
け
る
慣
行
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
風
習
も
祖
先
伝
来
の
名
を
尊
重
す
る
思
想
か
ら
、
室
町
時
代
頃
に

（
ｎ
ご
）

は
お
の
ず
か
ら
消
滅
し
、
分
家
も
本
家
の
名
字
を
称
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
わ
れ
る
。

（
皿
）

⑨
分
家
し
た
と
き
の
氏
を
ど
う
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
明
治
民
法
に
は
、
直
接
の
明
文
の
規
定
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）

（
ｕ
）

一
二
月
二
七
日
に
、
太
政
官
が
「
別
家
致
候
者
更
二
苗
字
相
設
ヶ
候
儀
〈
不
相
成
候
事
」
と
裁
令
し
、
更
に
同
七
年
（
一
八
七
四
）
一
月
二
九
日
付

（
胆
）

で
同
文
の
大
政
官
指
令
を
出
し
た
。
そ
の
後
若
干
の
動
揺
は
あ
っ
た
が
、
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
に
内
務
省
は
「
自
今
総
テ
分
家
者
〈
其
本
家

※
明
治
三
八
年
法
律
第
六
二
号
第
一
条

第
一
項
戸
主
二
非
サ
ル
者
力
爵
ヲ
授
ケ
ラ
レ
タ
ル
ト
キ
〈
一
家
ヲ
創
立
ス

第
二
項
民
法
中
分
家
二
関
ス
ル
規
定
〈
前
項
ノ
場
合
二
之
ヲ
準
用
ス

二
分
家
。
｜
家
創
立
と
氏
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（
過
）

ノ
姓
氏
ヲ
称
用
ス
ヘ
キ
ト
心
得
へ
シ
」
と
し
た
。
こ
こ
に
明
治
六
年
の
「
分
家
は
本
家
の
氏
を
用
い
る
こ
と
」
と
い
う
家
名
不
動
の
原
則
が
、
再

確
認
さ
れ
法
制
上
確
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
皿
）

③
学
説
に
お
い
て
も
、
「
氏
〈
家
一
一
属
ス
ル
名
称
ナ
リ
故
一
一
分
家
ヲ
ナ
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
其
本
家
ノ
氏
ヲ
称
ス
ル
ヲ
要
ス
ル
」
と
し
、
「
分
家
と

（
週
）

は
、
家
族
が
戸
主
の
同
意
を
得
て
其
家
か
ら
分
離
し
、
其
家
と
同
じ
氏
の
一
家
を
創
立
す
る
行
為
」
で
あ
っ
て
「
分
家
は
本
家
の
氏
を
称
す
」
こ

は
、
家
族
が
戸
主
の
同
一

議
論
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

と
に
な
る
と
解
さ
れ
た
。

④
こ
の
よ
う
に
、
明
弘

と
し
て
き
た
。
本
稿
で
企

（
⑱
）

側
ｌ
①
説
「
創
氏
自
由
肯
定
説
」
創
立
す
べ
き
家
の
氏
の
選
定
は
、
す
べ
て
自
由
と
解
す
る
立
場
で
あ
る
。
「
分
家
〈
本
家
ノ
支
分
一
一
シ
テ

（
卯
）

其
本
分
ノ
関
係
上
本
家
ノ
氏
ヲ
称
ス
」
。
へ
き
で
あ
り
、
家
の
復
活
で
あ
る
廃
絶
家
再
興
も
元
の
氏
を
承
継
す
べ
き
と
解
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
一

（
凪
）

家
創
立
は
文
字
ど
お
り
、
一
つ
の
家
の
「
創
立
」
で
あ
っ
て
、
創
氏
の
自
由
は
「
是
れ
創
立
て
ふ
観
念
に
伴
ふ
当
然
の
結
果
」
で
あ
る
と
主
張
ざ

伽
ｌ
②
説
「
創
氏
自
由
肯
定
説
（
た
だ
し
明
治
三
ハ
年
法
律
第
六
二
号
を
除
く
）
」
創
立
さ
れ
た
家
の
氏
は
、
明
治
三
八
年
法
律
第
六
二
号
に
よ
る

非
戸
主
授
爵
に
伴
う
一
家
創
立
の
場
合
を
除
い
て
、
自
由
に
選
定
し
う
る
と
解
す
る
立
場
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
律
第
六
二
号
の
一
家
創
立
は
、

（
躯
）

民
法
の
分
家
規
定
が
準
用
さ
れ
る
の
で
、
創
氏
の
自
由
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
。

れ
た
。

は
更
に
二
つ
に
細
分
さ
れ
た
。

ロ
一
家
創
立
と
氏

（
蛆
）

①
一
家
が
創
立
さ
れ
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
氏
を
称
す
る
か
に
つ
い
て
も
、
分
家
と
同
様
に
民
法
に
明
文
の
規
定
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に

一
家
創
立
の
と
き
の
氏
に
つ
い
て
は
、
伽
創
氏
の
自
由
を
肯
定
す
る
説
と
、
⑧
創
氏
の
自
由
を
原
則
的
に
否
定
す
る
説
に
大
別
で
き
た
。
伽
説

（
略
）
（
Ⅳ
）

に
、
明
治
前
期
の
布
告
法
、
学
説
を
は
じ
め
、
戸
籍
実
務
、
判
例
に
お
い
て
、
分
家
は
本
家
の
氏
を
称
す
る
こ
と
は
自
明
の
こ
と

本
稿
で
は
、
こ
れ
を
「
分
家
の
氏
の
法
理
・
慣
行
」
と
よ
ぶ
こ
と
と
す
る
。
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⑧
説
「
創
氏
自
由
否
定
説
」
一
家
創
立
者
は
、
か
つ
て
家
族
と
し
て
称
し
て
い
た
氏
を
名
乗
る
書
へ
き
で
あ
っ
て
、
氏
を
自
由
に
選
定
し
え
な

（
”
）

い
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
元
来
氏
を
持
っ
て
い
な
い
と
き
は
別
と
し
て
、
．
家
ヲ
創
立
シ
タ
リ
ト
テ
是
迄
有
シ
ダ
氏
を
捨
テ
テ
新
ナ
ル
氏
ヲ
名

乗
ル
カ
如
キ
ハ
未
タ
嘗
テ
閏
カ
サ
ル
所
ナ
リ
ト
ス
之
ヲ
要
ス
ル
’
二
家
創
立
ノ
場
合
ト
雛
モ
之
一
一
伴
フ
テ
氏
ヲ
変
更
ス
ヘ
キ
モ
ノ
｜
一
ア
ラ
ス
一
家

（
鯉
）

ノ
創
立
卜
氏
ノ
変
更
ト
ハ
没
交
渉
ナ
リ
」
と
す
る
。

②
一
家
創
立
の
場
合
の
氏
に
つ
い
て
、
創
氏
を
全
面
的
に
自
由
と
す
る
伽
ｌ
①
説
と
、
原
則
的
に
否
認
す
る
⑧
説
と
は
、
両
極
端
に
分
か
れ
て

い
た
が
、
通
説
は
伽
ｌ
②
説
で
あ
っ
た
。
一
家
創
立
者
は
原
則
と
し
て
氏
を
自
由
に
選
択
で
き
る
が
、
民
法
の
分
家
規
定
が
準
用
さ
れ
る
明
治
三

八
年
法
律
第
六
二
号
の
一
家
創
立
に
は
創
氏
の
自
由
は
認
め
ら
れ
な
い
と
一
般
に
解
さ
れ
て
い
た
。

②
戸
主
で
な
い
家
族
が
授
爵
し
た
場
合
に
は
、
明
治
三
八
年
法
律
第
六
二
号
の
第
一
条
第
一
項
に
よ
っ
て
一
家
が
創
立
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

法
律
の
規
定
に
よ
っ
て
一
家
が
創
立
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
コ
家
創
立
」
で
あ
っ
て
、
当
事
者
の
意
思
に
基
づ
く
家
の
設
立
で
あ
る
「
分
家
」
と

は
異
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
違
法
説
・
合
法
説
と
も
、
原
則
と
し
て
同
じ
見
解
で
あ
っ
た
。

問
題
は
、
同
条
第
二
項
の
「
民
法
中
分
家
二
関
ス
ル
規
定
〈
前
項
ノ
場
合
二
之
ヲ
準
用
ス
」
と
い
う
場
合
に
、
準
用
さ
れ
る
民
法
の
分
家
規
定

と
は
何
か
、
準
用
と
は
何
か
の
解
釈
が
主
と
し
て
問
題
と
な
っ
た
。

こ
と
が
、
違
法
か
合
法
か
が
争
い
と
な
２

二
項
を
ど
の
よ
う
に
解
す
る
か
に
あ
っ
た
。

①
毛
利
元
智
が
伯
爵
を
特
授
さ
れ
、
明
治
三
八
年
法
律
第
六
二
号
に
よ
っ
て
乃
木
姓
の
一
家
を
創
立
し
た
。
こ
の
と
き
、
家
名
を
乃
木
と
し
た

と
が
、
違
法
か
合
法
か
が
争
い
と
な
っ
た
。
こ
の
論
争
の
法
理
上
の
要
点
は
、
同
法
第
一
条
第
二
項
の
分
家
規
定
準
用
の
解
釈
、
第
一
項
と
第

三
乃
木
伯
爵
家
「
再
興
」
と
氏

㈲
問
題
の
要
点
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①
明
治
三
八
年
法
律
第
六
二
号
に
よ
る
一
家
創
立
の
場
合
、
民
法
の
分
家
規
定
が
準
用
さ
れ
る
。
こ
の
分
家
規
定
の
準
用
と
は
、
民
法
に
直
接

規
定
さ
れ
て
い
る
条
文
の
準
用
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
分
家
は
本
家
の
氏
を
称
す
る
」
と
い
う
「
分
家
の
氏
の
法
理
・
慣
行
」
も
準
用
さ
れ
る
と
す

る
見
解
で
あ
る
。
戸
主
で
な
い
家
族
が
授
爵
し
、
創
立
し
た
一
家
の
氏
は
、
家
族
と
し
て
属
し
て
い
た
元
の
家
の
氏
を
名
乗
る
尋
へ
き
と
解
し
た
。

、
、
、
、

（
妬
）

い
わ
ば
拡
張
解
釈
で
あ
り
、
当
時
の
多
数
説
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
毛
利
元
雄
子
爵
家
の
家
族
で
あ
る
毛
利
元
智
（
兄
の
元
雄
が
戸
主
で
あ
っ
た
）
が
授
爵
し
た
こ
と
に
よ
り
創
立
し
た
家
の
氏
は
、

、
、

や
は
り
毛
利
で
あ
っ
て
、
決
し
て
乃
木
と
は
な
り
え
な
い
。
乃
木
元
智
と
改
氏
し
た
こ
と
は
違
法
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

⑨
立
法
趣
旨
か
ら
の
違
法
説
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
明
治
三
八
年
法
律
第
六
二
号
は
、
奥
田
義
人
が
帝
国
制
度
取
調
局
御
用
掛
を
し
て
い
る
と

（
妬
）

き
に
起
草
し
た
も
の
で
あ
る
。
奥
田
法
学
博
士
は
、
第
一
次
山
本
内
閣
（
大
正
二
～
三
年
）
で
は
司
法
・
文
部
大
臣
と
な
り
、
乃
木
伯
爵
家
再
興
問

題
が
お
こ
っ
た
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
当
時
は
東
京
市
長
で
あ
っ
た
。

起
草
者
の
奥
田
に
よ
れ
ば
、
同
法
の
一
家
創
立
は
、
「
家
族
は
授
爵
せ
ら
れ
た
る
為
め
已
む
無
く
其
家
よ
り
分
か
れ
て
別
に
一
家
を
立
つ
る
迄

、
、
、
、
、
、
、
、

の
も
の
に
し
て
一
種
不
任
意
の
分
家
」
（
傍
点
井
戸
田
）
で
あ
っ
て
、
本
家
の
氏
を
称
さ
せ
る
た
め
に
分
家
規
定
の
準
用
を
定
め
た
と
の
こ
と
で

（
”
）

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
法
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
一
家
の
氏
は
、
自
由
に
選
定
で
き
る
の
で
は
な
く
、
家
族
と
し
て
名
乗
っ
て
い
た
氏
と
す
べ
き

で
あ
る
。
立
法
趣
旨
か
ら
、
今
回
の
毛
利
か
ら
乃
木
へ
の
改
氏
を
違
法
と
し
た
。
な
お
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
一
○
月
二
五
日
の
大
阪
攻
法

（
犯
）

会
議
決
議
も
同
旨
で
あ
る
（
岡
村
司
に
よ
る
問
題
提
起
に
よ
る
決
議
）
。

③
改
氏
名
禁
止
令
か
ら
の
違
法
説
を
ゑ
て
お
こ
う
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
八
月
二
四
日
の
太
政
官
布
告
第
二
三
五
号
で
改
氏
名
が
禁
止
ざ、

れ
、
同
苗
同
名
の
場
合
に
限
っ
て
管
轄
庁
へ
願
い
出
る
こ
と
で
改
名
の
み
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
同
九
年
（
一
八
七
六
）
布
告
で
同
苗
同
名
等

、
、

と
緩
和
さ
れ
た
が
、
そ
の
場
合
も
改
名
の
承
が
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
一
九
年
（
一
八
八
六
）
の
「
戸
籍
取
扱
手
続
」
で
復
氏
だ
け
は
認
め
ら

、
、
、
、

れ
た
が
、
改
氏
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
同
三
一
年
（
一
八
九
八
）
年
戸
籍
法
も
氏
の
復
旧
の
承
が
許
さ
れ
た
。
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
戸
籍
法
で

、
、
、
、

も
「
氏
名
変
更
」
と
い
う
法
条
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
も
氏
の
復
旧
の
場
合
に
限
っ
て
許
可
さ
れ
た
。

○
違
法
説
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し
た
が
っ
て
、
今
回
の
毛
利
か
ら
乃
木
へ
の
改
氏
は
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
戸
籍
法
に
よ
る
氏
の
変
更
と
し
て
は
、
戸
籍
実
務
か
ら
も
認
め

（
羽
）

ら
れ
な
い
違
法
の
措
置
で
あ
っ
た
と
す
る
見
解
で
あ
る
。

そ
の
著
『
日
本
親
族
法
論
』
（
明
治
四
一
年
九
月
一
日
発
行
で
、
大
正
三
年
八
月
一
五
日
増
訂
五
版
）
に
は
、
「
戸
主
に
非
さ
る
者
か
爵
を
授
け
ら
れ
た

、
、
、
、
、

る
と
き
は
一
家
を
創
立
す
」
を
解
説
し
て
、
「
又
此
場
合
に
於
け
る
一
家
創
立
に
付
て
は
分
家
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
の
結
果
新
に
氏
を
設

、
、
、
、
、

く
る
を
得
ず
し
て
母
家
の
氏
を
称
す
る
こ
と
上
な
る
。
へ
し
」
（
傍
点
井
戸
田
）
と
記
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
乃
木
伯
爵
家
再
興
問
題
で
改
氏
の
違
法
性
が
問
題
と
な
る
と
、
学
説
と
異
な
る
所
見
を
発
表
し
た
。
牧
野
は
、
大
正
四
年
（
一
九

一
五
）
九
月
三
○
日
の
『
法
律
新
聞
』
第
一
○
三
九
号
に
「
法
律
よ
り
見
た
る
乃
木
家
再
興
問
題
」
と
い
う
談
話
を
載
せ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

先
き
の
自
説
に
は
一
切
ふ
れ
ず
に
、
毛
利
元
智
が
爵
を
授
け
ら
れ
、
明
治
三
八
年
法
律
第
六
二
号
に
よ
り
．
家
を
創
立
し
た
場
合
に
は
其
家
の

氏
と
云
ふ
も
の
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
此
を
極
め
る
に
は
其
創
立
者
自
か
ら
自
由
に
定
め
て
差
支
な
い
」
と
し
、
こ
れ
は
．
家
創
立
の
法
理

㈲
合
法
説

明
治
三
八
年
法
律
第
六
二
号
の
分
家
規
定
準
用
と
は
、
分
家
に
関
す
る
民
法
の
明
文
規
定
（
例
え
ば
、
分
家
者
の
直
系
卑
属
を
分
家
に
入
籍
さ
せ
る

旧
第
七
四
三
条
第
二
項
）
の
準
用
で
あ
っ
て
、
分
家
は
本
家
の
氏
を
称
す
べ
き
と
す
る
「
分
家
の
氏
の
法
理
・
慣
行
」
は
、
民
法
に
明
文
が
な
い
以

（
鋤
）
、
、
、
、

上
準
用
さ
れ
な
い
と
解
し
た
。
こ
れ
は
、
い
わ
ば
縮
小
解
釈
で
あ
っ
た
。
し
か
し
少
数
説
に
と
ど
ま
っ
た
。

四
批
判
と
弁
護

①
牧
野
菊
之
助
は
、
学
説
で
は
違
法
説
を
と
な
え
、
行
政
実
務
で
は
合
法
説
を
と
っ
た
。
こ
の
変
説
を
め
ぐ
っ
て
、
「
曲
学
阿
世
」
を
も
じ
っ

（
証
）

て
「
曲
学
阿
閥
と
云
は
ん
か
」
と
非
難
さ
れ
た
。
牧
野
は
、
家
族
法
の
権
威
者
で
、
後
に
大
審
院
院
長
に
も
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
乃
木
家
再
興

が
問
題
と
な
っ
た
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
当
時
、
戸
籍
実
務
を
監
督
す
る
東
京
区
裁
判
所
の
上
級
統
督
機
関
で
あ
る
東
京
地
方
裁
判
所
の
所
長

の
地
位
に
あ
っ
た
。
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上
の
当
然
の
結
果
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

（
犯
）

こ
れ
に
つ
い
て
、
日
本
弁
護
士
協
会
は
、
「
学
説
に
対
す
る
無
節
操
」
で
あ
る
と
非
難
し
た
。
こ
の
批
判
に
つ
い
て
、
牧
野
は
、
一
○
月
一
日

の
『
朝
刊
や
ま
と
新
聞
』
に
「
違
法
に
非
ず
」
と
い
う
見
解
を
発
表
し
、
更
に
同
月
二
○
日
の
『
法
律
新
聞
』
第
一
○
四
三
号
に
「
乃
木
家
再
興

問
題
に
対
す
る
弁
明
」
を
載
せ
た
。
い
ず
れ
も
合
法
説
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
一
○
月
九
日
に
、
日
本
弁
護
士
協
会
は
、
「
法
律
二
違
反
シ
事
態
極
メ
テ
重
大
ナ
ル
モ
ノ
ト
認
ム
依
テ
監
督
官
庁
〈
戸

（
羽
）

籍
訂
正
ノ
手
続
ヲ
為
サ
シ
ム
ヘ
キ
責
任
」
が
あ
る
と
の
決
議
害
を
、
牧
野
と
吉
田
東
京
区
裁
判
所
監
督
判
事
に
送
付
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
牧
野
は
、
「
元
智
氏
の
一
家
創
立
の
手
続
に
付
て
違
法
の
点
あ
り
と
認
め
居
ら
ざ
る
旨
に
て
其
著
親
族
法
中
に
母
家
の
姓
即

ち
此
場
合
に
は
毛
利
姓
を
称
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
如
く
説
き
あ
る
も
右
は
当
時
の
見
解
に
し
て
其
後
既
に
改
め
居
る
旨
に
て
明
治
三
十
八
年
法
律

第
六
十
二
号
第
二
項
に
民
法
中
分
家
の
規
定
を
準
用
す
と
は
授
爵
の
為
め
一
家
を
創
立
し
た
る
場
合
に
於
て
は
本
家
に
対
し
分
家
の
関
係
あ
り
と

（
別
）

の
趣
旨
に
て
一
家
創
立
に
付
て
は
如
何
な
る
姓
を
冒
す
も
差
支
な
し
と
思
ふ
」
旨
の
回
答
を
し
、
所
説
の
改
変
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
法
律
の
解
釈

（
お
）

の
問
題
で
、
「
解
釈
論
と
し
て
説
の
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
勝
の
こ
と
で
何
も
怪
し
む
に
足
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
」
と
弁
明
し
て
い
る
。

（
妬
）
（
師
）

こ
の
牧
野
の
解
釈
改
変
弁
明
に
つ
い
て
は
、
富
井
政
章
ら
の
是
認
す
る
意
見
も
あ
っ
た
が
、
多
く
は
き
び
し
く
批
判
的
で
あ
っ
た
。
岸
清
一
は
、

「
何
等
の
根
拠
な
く
し
て
其
学
説
を
貌
変
す
る
と
云
ふ
の
は
学
者
と
し
て
の
責
任
を
無
視
す
る
」
も
の
で
あ
り
、
「
学
者
と
し
て
の
意
見
と
役
人

と
し
て
の
意
見
と
は
連
ふ
」
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
と
す
る
。
ま
た
牧
野
の
「
昨
年
改
版
の
際
に
訂
正
す
れ
ば
宜
か
つ
た
の
で
あ
る
が
忘
れ
て
其

（
犯
）
（
羽
）

儘
に
な
っ
て
い
る
」
と
の
発
言
に
対
し
て
、
「
非
と
知
り
な
が
ら
著
書
を
改
め
な
い
の
は
不
都
合
」
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。

（
㈹
）

唄
孝
一
論
文
は
、
「
い
つ
の
時
代
、
い
か
な
る
法
の
も
と
で
も
、
当
局
の
法
の
解
釈
が
ど
の
よ
う
な
意
味
で
弾
力
的
で
あ
る
か
を
示
し
た
も
の
」

と
評
し
て
い
る
。
手
塚
豊
論
文
も
、
「
後
ち
大
正
九
年
に
前
記
『
日
本
親
族
法
論
』
の
改
定
版
を
出
版
さ
れ
た
が
、
同
書
で
も
大
正
三
年
版
と
同

説
が
採
ら
れ
、
訂
正
さ
れ
て
い
な
い
（
三
四
頁
）
。
と
す
る
と
、
乃
木
家
再
興
問
題
が
騒
が
れ
た
時
点
だ
け
、
一
時
的
に
変
説
し
た
と
批
難
さ
れ

（
似
）

て
も
仕
方
が
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

⑨
司
法
省
の
行
政
解
釈
は
合
法
説
で
あ
っ
た
。
毛
利
元
智
に
よ
る
乃
木
伯
爵
家
再
興
が
検
討
さ
れ
た
折
（
大
正
四
年
六
月
一
七
日
）
、
岡
市
之
助
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（
蛇
）

陸
軍
大
臣
を
中
心
と
す
る
陸
軍
省
は
、
明
治
三
八
年
法
律
第
六
二
号
で
一
家
創
立
し
た
と
ぎ
「
御
趣
旨
ノ
存
ス
ル
某
家
ヲ
称
フ
ル
「
一
ト
ヲ
得
ル
」

か
に
つ
い
て
、
司
法
省
（
司
法
大
臣
は
尾
崎
行
雄
）
に
伺
い
を
し
た
。
こ
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
、
同
一
八
日
に
司
法
省
（
次
官
鈴
木
喜
三
郎
・
法

（
“
）

学
博
士
）
は
、
陸
軍
省
あ
て
「
授
爵
恩
命
ヲ
拝
受
シ
タ
ル
者
ノ
家
名
二
関
ス
ル
件
〈
貴
見
之
通
」
と
回
答
し
た
。
な
お
、
乃
木
姓
の
一
家
創
立
に

（
“
）

つ
い
て
、
帝
国
議
会
に
お
い
て
も
、
司
法
当
局
は
一
貫
し
て
同
様
の
答
弁
を
し
て
い
る
。（

妬
）

司
法
省
の
こ
の
見
解
に
従
っ
て
、
毛
利
元
智
に
よ
る
乃
木
姓
の
新
伯
爵
家
が
成
立
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
美
濃
部
達
吉
は
、
「
司
法
省
の

意
見
と
し
て
は
之
を
適
法
と
認
む
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
と
す
る
所
は
極
め
て
薄
弱
で
、
そ
の
改
姓
の
不
法
な
る
こ
と
は
殆
ど
疑

（
妬
）

を
容
れ
ぬ
所
で
あ
る
」
と
批
判
し
て
い
る
。

、
、

、
、

①
毛
利
元
智
は
、
明
治
三
八
年
法
律
第
六
二
号
に
よ
っ
て
、
乃
木
姓
の
一
家
を
創
設
し
、
乃
木
伯
爵
家
を
「
再
興
」
し
た
。
毛
利
か
ら
乃
木
へ

の
改
氏
は
、
合
法
か
違
法
か
が
大
い
に
争
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

合
法
説
、
違
法
説
の
対
立
は
、
主
と
し
て
、
同
法
の
一
家
創
立
の
場
合
に
民
法
の
分
家
規
定
を
準
用
す
る
と
い
う
法
条
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
で

あ
っ
た
。
た
だ
し
、
分
家
の
氏
が
本
家
と
同
一
で
あ
る
と
い
う
「
分
家
の
氏
の
法
理
・
慣
行
」
は
、
両
説
と
も
認
め
て
い
た
。
こ
の
「
分
家
の
氏

の
法
理
・
慣
行
」
を
、
準
用
さ
れ
る
分
家
規
定
に
含
め
る
の
か
（
い
わ
ば
拡
張
解
釈
で
違
法
説
と
な
る
）
、
含
め
な
い
の
か
（
縮
小
解
釈
で
合
法
説
と
な

る
）
の
相
違
で
あ
っ
た
。
同
法
の
解
釈
論
と
し
て
形
式
的
論
理
的
に
は
、
両
説
は
ど
ち
ら
も
成
立
し
う
る
。
問
題
は
ど
ち
ら
が
解
釈
論
と
し
て
具

体
的
妥
当
性
が
あ
る
か
で
あ
る
。
た
だ
し
改
氏
を
違
法
と
す
る
説
は
、
乃
木
家
問
題
が
お
こ
る
ま
で
疑
問
視
さ
れ
な
か
っ
た
解
釈
で
あ
っ
た
。
同

（
〃
）

法
は
立
法
過
程
か
ら
ゑ
て
も
「
誠
に
簡
単
な
案
」
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
審
議
も
な
く
成
立
し
た
の
で
あ
り
、
学
説
も
簡
単
に
ふ
れ
て
い
る
の
承
で

格
別
議
論
の
あ
っ
た
箇
所
で
は
な
か
っ
た
。
合
法
説
は
管
見
の
限
り
で
は
、
乃
木
家
再
興
が
問
題
と
な
っ
て
か
ら
の
見
解
で
あ
っ
た
。

⑨
乃
木
希
典
の
遺
志
を
無
視
し
て
の
、
し
か
も
他
人
に
よ
る
乃
木
家
再
興
に
反
対
す
る
立
場
は
違
法
説
を
と
っ
た
。
他
方
、
乃
木
伯
爵
家
の
再

四
終
り
に
あ
た
っ
て
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興
を
是
と
し
、
乃
木
の
家
名
承
継
に
》

で
家
名
承
継
を
で
き
れ
ば
よ
い
が
、
承

一
家
創
立
の
道
を
選
ん
だ
と
い
え
る
。

乃
木
の
家
名
承
継
に
賛

（
⑱
）

③
乃
木
伯
爵
家
再
興
問
題
が
発
生
し
た
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
は
、
法
体
制
の
再
編
期
の
初
期
に
あ
た
る
。
帝
国
主
義
段
階
に
入
り
、
時
代

（
卵
）

（
証
）

の
転
換
期
と
い
わ
れ
た
日
露
戦
争
後
の
時
代
背
景
の
な
か
で
、
家
族
の
実
態
も
「
家
」
制
度
も
動
揺
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
家
族
国
家
観
が
強
調

さ
れ
、
「
家
」
制
度
の
再
編
強
化
が
は
か
ら
れ
た
。
「
家
」
制
度
・
「
家
」
思
想
の
解
体
を
求
め
る
動
き
と
、
家
族
国
家
観
の
も
と
で
「
家
」
制

（
記
）

度
・
「
家
」
思
想
を
補
強
し
よ
う
と
す
る
勢
力
が
対
立
抗
争
し
て
い
た
。
こ
の
な
か
で
、
乃
木
伯
爵
家
絶
家
再
興
の
問
題
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

理
念
と
し
て
の
「
家
」
と
現
実
の
家
族
が
分
裂
し
た
危
機
に
、
家
族
国
家
観
が
強
調
さ
れ
た
。
そ
れ
は
天
皇
家
を
宗
家
、
国
民
の
家
を
分
家
と

し
、
天
皇
を
大
御
親
、
臣
民
を
赤
子
と
み
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
「
家
」
の
永
続
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
、
非
血
族
者
に
よ
っ
て
で
も
、
「
家
」

す
な
わ
ち
家
名
（
氏
）
と
祖
先
祭
祀
の
存
続
を
要
求
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
と
き
に
、
乃
木
家
、
し
か
も
伯
爵
と
し
て
の
、
す
な
わ
ち
支
配
権

力
に
と
っ
て
模
範
（
皇
室
・
国
家
の
藩
屏
）
と
し
て
の
名
家
を
絶
や
す
こ
と
は
、
時
の
為
政
者
に
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

た
と
え
、
乃
木
希
典
の
遺
言
で
あ
っ
て
も
否
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
が
あ
っ
た
。
家
族
国
家
観
を
強
調
し
、
「
家
」
制
度
を
再
強
化

し
よ
う
と
す
る
立
場
か
ら
は
、
乃
木
伯
爵
家
を
再
興
し
、
家
名
（
氏
）
の
永
続
を
は
か
る
こ
と
は
必
要
で
あ
っ
た
。
「
家
」
制
度
を
認
め
る
以
上
、

（
認
）

毛
利
を
乃
木
と
改
氏
す
る
こ
と
を
合
法
と
し
、
こ
の
合
法
説
に
具
体
的
妥
当
性
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

④
毛
利
元
智
は
、
乃
木
姓
の
一
家
を
創
立
し
、
乃
木
伯
爵
家
を
「
再
興
」
し
た
。
こ
れ
と
相
前
後
し
て
、
元
智
の
名
ま
で
希
典
に
因
ん
で
改
め

よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
。
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
九
月
に
な
る
と
、
乃
木
伯
爵
家
「
再
興
」
は
い
よ
い
よ
大
詰
め
を
む
か
え
て
い
た
。
九

も
し
も
分
家
規
定
準
用
を
厳
格
に
解
釈
し
て
乃
木
と
称
し
え
な
い
と
す
れ
ば
、
所
期
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
一
‐
旧
姓
（
毛
利
）

を
称
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
事
に
法
律
を
銘
記
す
る
な
ら
ば
、
授
爵
の
目
的
即
聖
旨
の
あ
る
と
こ
ろ
は
無
意
味
に
終
ら
な
け
れ
ば
な
ら

（
躯
）

ぬ
：
：
：
立
法
当
時
の
考
え
は
い
ざ
知
ら
ず
解
釈
は
常
に
弾
力
な
か
る
べ
か
ら
ず
」
と
の
司
法
省
山
内
確
三
郎
参
事
官
の
見
解
は
、
本
音
を
表
明
し

ぬ
：
：
・
・
立
法
当
時
の
士

た
も
の
と
い
え
よ
う
。

成
す
る
立
場
は
合
法
説
に
た
っ
た
。
家
名
承
継
を
願
う
者
に
と
っ
て
は
、
本
来
な
ら
ば
民
法
の
絶
家
再
興

で
き
れ
ば
よ
い
が
、
希
典
の
遺
志
に
惇
る
と
の
非
難
を
避
け
る
た
め
も
あ
り
、
次
善
の
策
と
し
て
明
治
三
八
年
法
律
第
六
二
号
の
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月
八
日
に
、
岡
市
之
助
陸
軍
大
臣
は
、
朝
鮮
総
督
と
し
て
京
城
に
い
た
寺
内
正
毅
あ
て
、
九
月
一
三
日
に
毛
利
元
智
が
伯
爵
を
賜
り
乃
木
伯
爵
家

、
、

を
再
興
す
る
手
は
ず
が
整
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
書
状
の
追
伸
に
、
「
元
智
君
改
姓
ト
同
時
若
ク
ハ
其
後
二
於
テ
元
典
ト
改
名
相
成

九
月
一
三
日
の
『
や
ま
と
新
聞
』
に
は
、
希
典
の
希
と
元
智
の
智
を
あ
わ
せ
て
「
希
智
」
と
改
名
す
る
は
ず
で
あ
る
と
報
じ
、
同
日
の
『
大
阪

朝
日
新
聞
』
も
「
元
智
氏
は
故
将
軍
『
希
典
』
の
中
『
希
』
の
一
宇
を
採
り
元
智
の
中
一
宇
を
存
し
て
改
名
す
る
筈
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。

元
智
の
改
名
は
、
結
果
的
に
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
岡
陸
軍
大
臣
に
と
っ
て
、
乃
木
希
典
伯
爵
家
を
再
興
す
る
以
上
、
乃
木
姓
を
名
乗
る
こ

と
は
自
明
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
希
典
の
人
格
を
承
継
す
る
た
め
に
も
、
希
典
に
因
ん
だ
名
に
改
め
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
た
当
然
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
改
氏
に
と
ど
ま
ら
ず
改
名
ま
で
し
な
け
れ
ば
、
事
が
完
結
し
な
い
と
考
え
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
動
き
を
ゑ
て
い
る
と
、
乃
木
伯
爵
家
再
興
の
た
め
、
毛
利
元
智
は
、
毛
利
の
氏
を
失
い
、
あ
ま
つ
さ
え
、
元
智
の

名
ま
で
改
め
よ
う
と
さ
れ
て
い
た
。
毛
利
元
智
の
人
格
の
す
尋
へ
て
が
改
変
あ
る
い
は
喪
失
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
「
毛
利
元
智
は
い
ず
こ
へ
」
行

名
ま
で
改
め
よ
う
と
さ
れ
て
い
た
。
毛
到

（
認
）

候
而
〈
如
何
貴
見
伺
候
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

こ
う
と
さ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
弱
）

そ
の
後
、
乃
木
希
典
と
静
子
は
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
各
地
に
乃
木
神
社
が
創
建
さ
れ
た
。
時
が
推
移
し
、
昭
和
九
年
（
一
九
三

四
）
に
な
る
と
、
乃
木
元
智
伯
爵
家
は
廃
家
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
世
の
指
弾
を
あ
び
た
な
か
で
、
せ
っ
か
く
「
再
興
」
さ
れ
た
乃
木
伯
爵
家

は
、
伯
爵
を
返
上
し
、
廃
家
と
な
り
、
再
び
世
間
の
注
目
を
あ
つ
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
毛
利
に
復
氏
し
平
民
と
な
っ
た
元
智
は
、
戦
後
の
昭
和

二
一
年
（
一
九
四
六
）
に
不
遇
の
う
ち
に
亡
く
な
っ
た
。
今
は
、
毛
利
家
歴
代
の
菩
提
寺
で
あ
る
山
口
県
下
関
市
長
府
の
功
山
寺
に
、
元
智
は
ひ

（
弱
）

っ
そ
り
と
静
か
に
眠
っ
て
い
る
。
彼
も
ま
た
戦
前
の
「
家
」
政
策
に
お
ど
ら
さ
れ
た
犠
牲
者
の
一
人
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

《
一
産（

１
）
乃
木
伯
爵
家
絶
家
再
興
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
日
本
近
代
「
家
」
制
度
の
研
究
ｌ
乃
木
伯
爵
家
問
題
を
通
じ
て
Ｉ
』
（
一
九
九
二
年
、
雄
山
閣
出

版
、
以
下
『
研
究
』
と
略
す
）
第
五
章
乃
木
伯
爵
家
絶
家
の
法
的
問
題
参
照
。

－12－



（
２
）
拙
著
前
掲
『
研
究
』
第
四
章
乃
木
伯
爵
家
絶
家
再
興
の
経
緯
と
世
論
参
照
。

（
３
）
拙
著
前
掲
『
研
究
』
第
三
章
乃
木
希
典
の
養
子
否
定
論
と
絶
家
思
想
参
照
。

（
４
）
原
奎
一
郎
編
『
原
敬
日
記
４
』
（
一
九
六
五
年
、
福
村
出
版
、
大
正
四
年
九
月
一
六
日
）
一
三
三
頁
。

（
５
）
岸
清
一
「
乃
木
家
再
興
問
題
」
（
『
法
律
新
聞
」
第
一
○
四
二
号
、
大
正
四
年
一
○
月
一
五
日
）
。

（
６
）
拙
著
前
掲
『
研
究
』
第
六
章
乃
木
伯
爵
家
「
再
興
」
の
法
的
問
題
参
照
。

（
７
）
拙
著
前
掲
『
研
究
』
第
八
章
乃
木
伯
爵
家
絶
家
再
興
と
祖
先
祭
祀
参
照
。

（
８
）
豊
田
武
『
苗
字
の
歴
史
』
（
昭
和
四
六
年
、
中
央
公
論
社
）
一
二
三
頁
。

（
９
）
福
尾
猛
市
郎
『
日
本
家
族
制
度
史
概
説
』
（
昭
和
四
七
年
、
吉
川
弘
文
館
）
一
五
九
頁
。

（
岨
）
拙
著
『
家
族
の
法
と
歴
史
ｌ
氏
・
戸
籍
・
祖
先
祭
祀
ｌ
』
（
一
九
九
三
年
、
世
界
思
想
社
）
第
二
章
わ
が
国
の
苗
字
法
制
参
照
。

（
ｕ
）
『
太
政
類
典
』
第
四
編
第
二
○
巻
（
外
岡
茂
十
郎
編
『
明
治
前
期
家
族
法
資
料
』
第
二
巻
第
二
冊
上
、
三
五
四
頁
、
な
お
以
下
『
資
料
』
と
引
用
す
る
）
。

（
皿
）
『
太
政
類
典
』
第
二
編
第
一
三
三
巻
（
『
資
料
』
第
一
巻
第
二
冊
、
一
五
一
頁
）
。

（
過
）
『
戸
籍
指
令
録
』
四
三
頁
（
『
資
料
』
第
三
巻
第
二
冊
、
二
七
～
二
八
頁
）
。

（
皿
）
奥
田
義
人
『
民
法
親
族
法
論
』
（
明
治
三
一
年
、
有
斐
閣
書
房
）
六
二
頁
。

（
週
）
穂
積
重
遠
『
親
族
法
』
（
昭
和
八
年
、
岩
波
書
店
）
一
○
五
頁
、
、
二
五
頁
。
な
お
『
図
諮
問
第
一
号
（
民
法
改
正
）
臨
時
法
制
審
議
会
総
会
議
事
速

記
録
』
（
五
二
頁
、
大
正
一
四
年
一
月
一
四
日
第
一
八
回
）
で
穂
積
は
乃
木
家
再
興
と
氏
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
。

（
略
）
民
事
局
長
回
答
（
大
正
二
年
一
月
三
一
日
民
事
第
八
六
一
号
）
。

（
Ⅳ
）
『
法
律
新
聞
』
第
一
八
二
号
（
大
正
一
○
年
三
月
一
九
日
）
。

（
肥
）
穂
積
重
遠
『
親
族
法
』
（
現
代
法
学
全
集
別
、
昭
和
四
年
、
日
本
評
論
社
）
二
四
一
頁
。

（
的
）
外
岡
茂
十
郎
『
砺
七
趣
親
族
法
概
論
』
（
大
正
一
五
年
初
版
、
敬
文
堂
）
一
五
九
頁
、
乾
政
彦
「
純
然
ダ
ル
私
法
上
ヨ
リ
観
ダ
ル
乃
木
問
題
（
『
法
学

協
会
雑
誌
』
第
三
四
巻
第
一
号
、
大
正
五
年
、
七
二
頁
）
、
谷
口
知
平
『
日
本
親
族
法
』
（
昭
和
一
○
年
、
弘
文
堂
）
一
二
五
～
二
一
六
頁
、
鎌
田
宗
秀

『
戸
籍
の
法
理
と
実
際
」
（
昭
和
一
五
年
）
三
八
八
頁
、
唄
孝
一
『
氏
の
変
更
上
』
（
昭
和
三
○
年
、
日
本
評
論
新
社
）
八
～
一
○
頁
。

（
別
）
牧
野
菊
之
助
『
日
本
親
族
法
論
』
（
明
治
四
一
年
初
版
、
大
正
九
年
版
、
巌
松
堂
）
九
七
頁
。

（
皿
）
川
久
保
源
治
「
乃
木
家
創
立
問
題
」
（
『
法
律
新
聞
』
第
一
○
四
四
号
、
大
正
四
年
一
○
月
二
五
日
）
。

（
朗
）
仁
井
田
益
太
郎
『
親
族
法
相
続
法
論
』
（
大
正
四
年
初
版
、
有
斐
閣
）
四
三
頁
、
同
「
所
謂
乃
木
問
題
」
（
『
法
学
新
報
』
第
二
五
巻
第
二
号
、
大
正
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（
妬
）
仁
井
田
益
太
郎
前
掲
「
所
謂
乃
木
問
題
」
一
八
頁
、
岸
清
一
「
乃
木
事
件
に
関
す
る
法
律
問
題
」
（
『
太
陽
』
第
二
一
巻
第
一
三
号
、
大
正
四
年
、
七
五

頁
）
、
同
「
乃
木
家
家
宝
を
引
継
ぐ
権
利
な
し
」
（
『
乃
木
家
再
興
問
題
論
難
集
』
九
四
頁
以
下
）
、
石
坂
音
次
郎
「
乃
木
姓
を
称
す
こ
と
を
得
る
や
」
（
『
東

京
朝
日
新
聞
』
大
正
四
年
九
月
二
○
日
）
、
副
島
義
一
「
乃
木
伯
爵
家
再
興
を
論
ず
」
（
『
日
本
及
日
本
人
』
第
六
六
七
号
、
大
正
四
年
、
二
六
頁
）
、
中
島

玉
吉
「
乃
木
事
件
は
閣
臣
の
責
任
」
（
『
乃
木
家
再
興
と
世
論
』
大
正
四
年
、
八
五
頁
以
下
）
、
吉
田
三
市
郎
「
所
謂
乃
木
家
再
興
問
題
」
（
『
日
本
弁
護
士

協
会
録
事
』
第
二
○
○
号
、
大
正
四
年
、
三
九
頁
以
下
）
、
大
沢
真
吉
「
乃
木
家
問
題
に
就
て
」
（
前
同
第
二
○
一
号
、
大
正
四
年
、
二
二
頁
）
、
布
施
辰

治
「
乃
木
問
題
資
料
」
（
『
前
同
、
六
一
～
六
二
頁
）
。

（
邪
）
奥
田
義
人
談
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
大
正
四
年
一
○
月
二
日
。

（
”
×
肥
）
『
法
律
新
聞
』
第
一
○
四
六
号
、
大
正
四
年
二
月
五
日
。

（
羽
）
富
井
政
章
「
拙
劣
な
る
再
興
の
形
式
』
（
『
乃
木
家
再
興
と
世
論
』
六
○
～
六
三
頁
）
、
奥
田
義
人
「
法
律
上
乃
木
家
再
興
は
違
法
な
り
」
（
『
法
律
新
聞
』

第
一
○
四
一
号
、
大
正
四
年
一
○
月
一
○
日
）
、
な
お
注
（
妬
）
の
岸
清
一
、
副
島
義
一
、
中
島
玉
吉
、
吉
田
三
市
郎
、
大
沢
真
吉
、
布
施
辰
治
な
ど
も

第
一
○
四
一
号
、
大
正
四
年

四
年
、
一
七
頁
）
、
牧
野
菊
之
助
前
掲
『
日
本
親
族
法
論
』
九
八
頁
。

（
鴎
）
民
法
旧
第
七
三
三
条
第
三
項
、
皇
族
身
位
令
第
二
六
条
他
。

（
狐
）
大
場
茂
馬
「
乃
木
家
相
続
二
関
ス
ル
法
律
問
題
」
（
『
法
学
新
報
』
第
二
五
巻
第
一
○
号
、
大
正
四
年
、
六
頁
）
。
大
正
四
年
一
○
月
二
五
日
「
大
阪
攻

大
場
茂
馬
「
乃
木
家
相
統
一
晶

同
様
の
見
解
に
立
っ
て
い
る
。

法
会
議
決
議
」
も
同
旨
で
あ
る
。

岸
清
一
前
掲
「
乃
木
家
再
興
問
題
」
一

前
掲
『
法
律
新
聞
』
第
一
○
四
三
号
。

『
法
律
新
聞
』
第
一
○
四
三
号
、
大
正
四
年
一
○
月
二
○
日
。

富
井
政
章
前
掲
「
拙
劣
な
る
再
興
の
形
式
」
六
頁
。

岸
清
一
前
掲
「
乃
木
家
再
興
問
題
」
三
頁
。

前
注
八
五
頁
。

川
久
保
源
治
前
掲
「
乃
木
家
創
立
問
題
」
三
～
四
頁
。

前
掲
『
日
本
弁
護
士
協
会
録
事
』
第
二
○
一
号
、
七
九
頁
。

「
時
評
・
牧
野
所
長
の
学
説
に
対
す
る
無
節
操
」
（
前
掲
『
日
本
弁
護
士
協
会
録
事
』
第
二
○
一
号
、
九
○
頁
）
。

「
乃
木
問
題
に
付
東
京
地
方
裁
判
所
長
と
会
談
の
顛
末
」
（
前
掲
『
日
本
弁
護
士
協
会
録
事
』
第
二
○
一
号
、
八
五
～
八
六
頁
）
。
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（
的
）
宮
島
次
郎
「
乃
木
家
再
興
問
題
に
関
し
学
士
牧
野
菊
之
助
氏
に
問
ふ
」
（
『
法
律
新
聞
』
第
一
○
四
五
号
、
大
正
四
年
一
○
月
三
○
日
）
。

（
川
）
唄
孝
一
前
掲
『
氏
の
変
更
上
』
五
○
頁
。

（
似
）
手
塚
豊
「
乃
木
将
軍
家
再
興
問
題
の
一
考
察
」
（
『
近
代
日
本
史
の
新
研
究
Ｉ
』
昭
和
五
六
年
、
北
樹
出
版
）
五
○
頁
。

（
他
）
（
媚
）
「
寺
内
正
毅
関
係
文
書
」
（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
、
拙
著
前
掲
『
研
究
』
三
四
二
～
三
四
三
頁
参
照
）
。

（
叫
）
高
木
益
太
郎
の
質
問
に
対
す
る
尾
崎
行
雄
（
司
法
大
臣
）
、
豊
島
直
通
（
政
府
委
員
・
法
学
博
士
）
、
田
川
大
吉
郎
（
政
府
委
員
）
回
答
（
暴
銅
衆
議
院

委
員
会
議
録
』
八
、
大
正
四
年
一
二
月
二
○
日
予
算
委
員
第
一
分
科
会
、
臨
川
書
店
版
三
一
三
～
三
一
四
頁
）
。

（
妬
）
小
山
温
（
前
司
法
次
官
）
「
無
意
義
な
家
宝
請
求
」
（
前
掲
『
乃
木
家
再
興
問
題
論
難
集
』
二
六
頁
）
。

（
妬
）
美
濃
部
達
吉
「
近
時
に
於
け
る
憲
法
問
題
管
見
」
（
『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
三
○
巻
第
二
号
）
九
四
頁
。

（
岬
）
明
治
三
八
年
『
帝
国
議
会
貴
族
院
議
事
速
記
録
』
第
一
二
号
・
第
一
六
号
、
『
衆
議
院
議
事
速
記
録
』
第
二
一
号
。

（
岨
）
『
東
京
日
日
新
聞
』
大
正
四
年
一
○
月
五
日
。

（
棚
）
こ
れ
は
、
鵜
飼
信
成
・
福
島
正
夫
・
川
島
武
宜
・
辻
清
明
編
『
講
座
日
本
近
代
法
発
達
史
』
（
昭
和
三
三
年
、
勁
草
書
房
）
の
と
る
区
分
で
あ
る
。

（
別
）
山
中
永
之
佑
「
日
本
帝
国
主
義
成
立
期
の
地
方
統
治
と
家
族
政
策
」
（
『
家
族
政
策
と
法
６
』
昭
和
五
九
年
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
一
七
頁
以
下
）
。

（
別
）
山
中
永
之
佑
「
近
代
の
家
族
と
共
同
体
」
（
『
歴
史
評
論
』
第
四
四
一
号
、
一
九
八
七
年
、
七
一
頁
）
。

（
認
）
拙
著
前
掲
『
家
族
の
法
と
歴
史
』
第
一
章
法
的
家
族
像
と
家
族
法
制
ｌ
国
家
政
策
と
法
ｌ
参
照
。

（
認
）
拙
著
前
掲
『
研
究
』
第
九
章
乃
木
伯
爵
家
絶
家
再
興
問
題
の
歴
史
的
意
義
参
照
。

（
別
）
「
寺
内
正
毅
関
係
文
書
』
（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
、
拙
著
前
掲
『
研
究
』
三
五
三
頁
）
。

（
弱
）
拙
著
『
乃
木
希
典
殉
死
・
以
後
ｌ
伯
爵
家
再
興
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
』
（
一
九
八
九
年
、
新
人
物
往
来
社
）
九
神
と
し
て
の
乃
木
参
照
。

（
別
）
拙
著
前
掲
『
研
究
』
第
十
章
乃
木
元
智
伯
爵
家
の
廃
家
参
照
。

（
帝
塚
山
短
期
大
学
・
日
本
近
代
法
史
家
族
法
）
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